
 

 

 

 

 

例会日=毎週火曜日 PM12：30 例会場=トヨタ博物館「小ホール」 

会長 小谷恒夫 幹事 青山和成 会報 宮下智香子   事務局 TEL:0561-64-5446 

Email : a.nagakuterc@aurora.ocn.ne.jp     FAX:0561-64-5459 

世界へのプレゼントになろう 
本日 第 622回例会 2016年 2月 2日（火曜日)第 614号 

 
＜本日のプログラム＞ Today’s Program 
 
点鐘 
 
＜ロータリーソング＞ 「君が代」「奉仕の理想」  
         

 

卓話：「トヨタ博物館の新展示の
考え方及び社会貢献活動
について」 

         

講師：トヨタ博物館 
    館長 布垣 直昭様 

前回 第 621回例会 2016年 1月 26日（火曜日)記録 

  

＜ロータリーソング＞  「我らの生業」          総合司会 

  

伊藤 真親睦活動委員 

                

＜出席報告＞ 

ハンバーグセット  員総数 20 名  

出 席 者 10 名 出席率 50.00 ％ 前々回補正出席率 95.00 ％ 

 

＜会長挨拶＞      愛知長久手ロータリークラブ  小谷恒夫 会長 

              

エディンバラ公フィリップ王（Prince Philip, Duke of Edinburgh） 

 Edinburgh  RC 

 

 

 

 

 

 

 

称号 エディンバラ公爵 

メリオネス伯爵 

グリニッジ男爵 

身位 Prince 

敬称 His Royal Highness（殿下） 

愛知長久手ロータリークラブ 
２０１５－２０１６ 

WEEKLY 
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出生 1921年 6月 10日（94歳） 

ギリシャ王国、ケルキラ島 

配偶者 エリザベス 2世 

子女 ウェールズ公チャールズ 

プリンセス・ロイヤル・アン 

ヨーク公爵アンドルー王子 

ウェセックス伯爵エドワード王子 

父親 ギリシャ王子アンドレオス 

母親 アリス・オブ・バッテンバーグ 

エディンバラ公フィリップ王（Prince Philip, Duke of Edinburgh、1921年 6月 10日 - ）は、イギリス王室の

成員、イギリス女王エリザベス 2世の夫（王配）。爵位・称号は Prince of the United Kingdom、エディンバラ

公爵、メリオネス伯爵、グリニッジ男爵、イギリス海陸空軍元帥、ロード・ハイ・アドミラル、日本学士院名誉会

員。敬称は His Royal Highness（殿下）。 

祖父にギリシャ王ゲオルギオス 1世 、曽祖父にデンマーク王クリスチャン 9世、高祖父にロシア皇帝ニコライ

1世、高祖母にイギリス女王ヴィクトリア 

ヴィクトリア女王の夫アルバートとは異なり、共同統治者としての地位を示す Prince Consort の称号

が与えられず、従って機密書類閲覧権もない。女王一家の姓は「ウィンザー」のままであり、フィリッ

プの姓である「マウントバッテン」に変わらなかった。1960 年に夫妻の子孫の姓を「マウントバッテ

ン＝ウィンザー」とすることになったものの、フィリップの屈辱的な思いは残った。Prince Consort の

称号を得られなかったことは、フィリップに屈折した心理を生み、王子や王女たちにも悪影響を及ぼし

たと言われる 

1947 年 7 月 9 日、イギリス国王ジョージ 6 世の第 1 王女エリザベスとの

婚約が発表される。11 月 20 日、ロンドンのウェストミンスター寺院で結

婚。同日から Royal Highness 「殿下」の敬称が与えられ、翌日にはジ

ョージ 6 世からエディンバラ公爵・メリオネス伯爵・グリニッジ男爵の

各爵位が授与された。結婚後の数カ月間をマルタで過ごした。 

南極大陸・南大西洋の訪問を機に自然保護への関心を深め、世界自然保護

基金の初代総裁を務めた。また、英国国内のケンブリッジ大学・エディンバラ

大学・ソルフォード大学などの総長なども務めている。 

1956年には「エディンバラ公賞」（en:The Duke of Edinburgh's Award）を設

立し、優れた技能を持った世界各国の若者を表彰している。特に、自然保護

に貢献のあった人物を表彰していることで有名である。 

2007 年 11 月 19 日には結婚 60 周年を祝う祝賀行事が催された。英国の君主で結婚 60 周年を迎えるの

は、エリザベスが史上初である。翌日からは新婚時代を過ごしたマルタを訪問した 
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エリザベス 2世との間には 3男 1女がいる。 

 ウェールズ公チャールズ（1948年 - ） 

 プリンセス・ロイヤル・アン（1950年 - ） 

 ヨーク公爵アンドルー王子（1960年 - ） 

 ウェセックス伯爵エドワード王子（1964年 - ） 

 

＜委員会報告＞ 

■ニコボックス■ 

・本日は危機管理卓話させていただきます。  国際ロータリー第 2760 地区 危機管理委員会 黒田 勝基 

ナサニエルがお世話になっています。 副委員長    岩月 雅章 

・黒田様、岩月様ようこそお越し頂きました。卓話宜しく御願い致します。            青山 和成 

本日も宜しく御願い致します。                                                         

・本日もよろしくお願いします。                                                       冨田 盛義 

・黒田勝基様、岩月雅章様ようこそおいでいただきました。卓話よろしくお願いします。        伊藤 広治 

・青少年交換委員会危機管理委員長黒田勝基様、副委員長岩月雅章様ようこそおいで           日野  典子 

  下さいました。 

・少し遅いですが、新年明けましてお目出とうございます。本日もよろしくお願いします。      大島 昭夫          

・地区青少年交換委員会危機管理委員長黒田勝基様、副委員長岩月雅章様本日の卓話      山田 文明 

 よろしくお願い致します。 

・本日もよろしくお願い致します。                                                       田中 信子 

・本日もどうぞ宜しくお願いします。                                                      伊藤  真 

・本日も宜しくお願い致します。遅くなり申し訳ありません。                                神谷 恵理 

・本日もよろしくお願い致します。                                     小谷 恒夫 

           “甘い
あ ま い

金
かね

    利益
り え き

明白
めいはく

    賄賂
わ い ろ

かな” 

 

＜幹事報告＞ 

① 下期会費納入につきましては 1月末までになっておりますので、まだお振込みされていない方はよろしく 

お願い致します。 

② 次週 2月 2日(火)は外部卓話(トヨタ博物館 布垣直昭館長様)になっております。ご多用とは存じますが 

出席の程 よろしくお願いいたします。 

③ 次週 2月 2日(火)は第 8回理事役員会がございます。理事役員の方はよろしくお願いいたします。 

 

＜卓 話＞                                     国際ロータリー第 2760地区 

                                                  危機管理委員会 黒田勝基 

                     受入クラブのための受入学生に対する危機管理  

―ロータリーの組織と青少年を守るための仕組みとは ―  

1.国際ロータリーの青少年奉仕とは 

 ①IA,RA,RYLA,YE,NGE の 5 つの青少年奉仕プログラムは、唯一 RI の正式プログラム 

 ②正式プログラムであるが故の、各種誓約＝ロータリー章典・要覧に完全準拠の必要あり 

 ③再認定という仕組みにより、RI は奉仕可能地区の選別を行っている 

2.なぜ、危機管理が必要なのか 

 ①過去のロータリーの経験―PDG が訴えられた 

 ②3.11 での日本における経験 

 ③大震災の予測に対するロータリープログラムに参加している青少年の安全確保問題 

 ④その他、家庭・企業の危機管理の仕組みをロータリーの活動にも適用すべき 
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 ⑤世界標準と日本…ゼロ容認方針、72 時間ルール、当事者内での解決… 

3.仕組みとルール 

 ①法人化=賠償責任保険に加入が必須 

 ②RI からの認定問題=方針・報告のルール・ボランティア選考と誓約 

 ③危機管理委員会が機能していること=危機管理総則・危機管理規定 

4.提出資料 

 ①補遺資料『A』〜『D』の理解：方針・報告・ボランティア誓約書・危機管理規定 

 ②クラブ全体が青少年奉仕活動を実行することに対する宣言=補遺資料『G』（MOU） 

 ③ボランティア誓約書の提出=ボランティアの選定から状況把握・状況維持 

 ④来日学生の『リアルタイムな』所在場所・状況の把握＝危機事案が発生した時の対応 

 ⑤来日学生とホストファミリーのリアルタイムな状況把握＝学生の生活の実態の把握 

 ⑥事案発生時の報告書=ゼロ容認方針・72 時間ルールに準じて 

5.研修の手引き 

 ①危機事案に『即』対応できるのは、 

  危機とは何か? いかに回避するか？ 

  起きてしまったことへの対応をどうするか？という各段階ごとにシミュレーションすること 

   =『認識し』・『想定し』・『危機対応を訓練し』を関係者全員に周知させ 

   = 国際ルール（日本独自のルールではなく）に従って、報告・対応すること 

 ②想定問答集を複数用意（マニュアル CD にあります） 

  =100%正解はありません、その場での対応が求められます 

  この想定問答集は過去、日本で実際に発生した事案です。 

6.最後に =学生を受入れる必須条件（ホストクラブ・ホストファミリーにとって）は… 

 ①食事を十分に与えられる経済的な環境を有すること 

 ②宿泊場所を提供できる、居住環境にある事         の 2 点です 

  これをベースに、決して言ってはならない言葉（禁句）があります… 

 ③外国の学生と日本人の感覚の大きな差に『感謝』をどう表現するか、という問題があります 

  心では感謝していても、言葉としてでてこないことがあります。 

  1 年間の交換が終わり、本国に帰国した後、再び日本に戻ってくる学生がかなりいます。 

  それは、日本での貴方達の対応が忘れられないからです。 

それだけで、学生の感謝の気持ちは伝わってきます……それを期待してください 

帰国まで半年間大変だと思いますが、これこそロータリーの奉仕だと思います。  
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